
はじめに
令和 年度は新型コロナウイルス感染症により、世界中に大きな禍がもたらされ、

日本でも世界でも、多くの方々が亡くなりました。ご冥福をお祈り申し上げます。ま
た現在でも感染者は増え続け、快復後の後遺症に苦しんでいる方も多くいらっしゃい
ます。心からのお見舞いを申し上げます。
そうした社会情勢の中、大学のあり方も大きく変わりました。今まで当たり前だっ

た講義室で行う講義を「対面講義」と呼ぶようになり、多くの講義が「対面」ではな
く「メディア講義（オンラインあるいはオンデマンドあるいはリモート講義）」の形態
で実施されました。全国大学附属農場協議会に加盟する 農場・センターは、それぞ
れ日頃から特色のある様々な実習を実施していますが、農場までの移動時や更衣室な
どにおけるソーシャルディスタンスの確保など、対面での実習実施は大きな制約を受
けました。加えて、各農場・センターで趣向を凝らして実施している体験教室や公開
事業など、様々な対外的な行事の多くは中止を余儀なくされました。そのような逆風
の中でも、各農場・センターは、人材育成や地域との連携等の使命を果たすべく、オ
ンデマンドと対面を組み合わせた新しい実習により学生達の学びの機会を確保し、感
染症対策に万全を期して、地域との連携活動を継続しました。また、令和 年度時点
で加盟大学のうち 大学が文部科学省から教育関係共同利用拠点農場に認定されてい
ますが、このうち東北大学川渡フィールドセンターは令和 年度からの第 期目の申
請を行い、再認定を受けました。
「一農場一アピール」は、平成 年度に第 号が発行されて以来、毎年発行され、

今号で第 号となります。加盟する 大学農場・センターの特色ある様々な活動
を、加盟農場・センター間で共有すると同時に、文部科学省や農林水産省などの関係
省庁、大学関係者、様々な関係団体、ならびに一般の方々に広くアピールすることを
目的としています。特色ある実習や研究、 事業、地域貢献活動、障害者雇用など
の農福連携活動、 や 、 等の認証、 へ貢献する活
動、農産物の高品質化や加工商品の開発などによるブランド化、体験教室や開放農園
などの地域貢献活動、教育関係共同利用拠点事業など、各大学農場・センターごとに
実施している様々な活動を紹介しています。協議会ホームページにも掲載されていま
すので、合わせてご参照いただき、多面的に広がる各大学農場・センターの活動にご
理解を深めていただければ幸いです。
最後に、本号の編集にご尽力いただいた協議会常任幹事会の編集担当幹事と関係者

各位に心からの謝意を申し上げ、巻頭の挨拶とさせていただきます。

令和 年 月
全国大学附属農場協議会
会長 長 尾 慶 和
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FFSSCC のの持持続続型型農農業業生生産産技技術術分分野野（（滝滝沢沢農農場場、、御御明明神神牧牧場場））はは、、岩岩手手大大学学内内外外のの教教員員等等にによよるる

活活動動ををササポポーートトしし、、自自ららもも主主体体的的にに教教育育・・研研究究をを行行っってていいまますす。。ままたた、、地地域域農農畜畜産産業業にに係係わわ

るる活活動動をを通通じじてて、、地地方方創創生生のの一一端端をを担担っってていいまますす。。 
 

御御明明神神牧牧場場でではは、、22002200 年年度度、、職職業業的的専専門門家家対対象象のの研研修修会会をを 33 件件実実施施ししままししたた。。 

１）牛の臨床繁殖検査等に関する技術研修

・対 象：岩手県農業共済組合の新採獣医師

・期 日：令和 2年 6月 3日〜6月 26 日/7 月 10 日〜8月 5日

・場 所：御明神牧場

・定 員：5名

・農業共済組合に新採用された獣医師に対

して、主に直腸検査や繁殖検診にかかわ

る研修会を約 1 ヵ月間実施します。3 年

間継続して恒例研修会となってきまし

た。

２）個体別型哺乳ロボットシステム研修会

・対 象：畜産技術者、臨床獣医師

・期 日：令和 2年 10 月 29 日

・場 所：御明神牧場

・定 員：10 名

・中小規模の和牛繁殖農家で有用性が高い個別型の哺乳ロボットについて、普及員、行政、

生産者向けの研修会を実施しました。集合型の哺乳ロボットに較べ、畜舎の大型改修を

必要とせず、月齢の異なる子牛を哺育ペンに入れたまま管理できるメリットがあります。

３）牛の生体内卵子回収、体外胚生産技術に

関する技術研修会（基本技術編）

・対 象：臨床獣医師

・期 日：令和 2年 11 月 10 日、11 日

・場 所：御明神牧場

・定 員：6名

・超音波装置を用いた牛の生体内卵子回収

（OPU）、体外胚生産技術（IVP）に関する

技術研修会を、本技術に関する経験が比

較的少ない臨床獣医師を対象として実

施しました。コロナ対策で時短になり、

気忙しいスケジュールになったこと、昨

年実施した 3週間の長期間、合宿して実施した産業応用技術編が開催できなかったこと

が残念でした。

岩手大学農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター御明神牧場

〒020-0581 岩手県岩手郡雫石町御明神大石野

TEL：019-692-3031 FAX：019-691-1016 E-mail：hirata@iwate-u.ac.jp （文責：平田） 

岩手大学農学部附属

寒冷フィールドサイエンス教育研究センター（FSC）

6

哺乳ロボット研修会の様子

OPU-IVP研修会の様子
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東北大学大学院農学研究科
附属複合生態フィールド教育研究センター

良好なヒトと家畜の関係に基づいた良好なヒトと家畜の関係に基づいた
持続的土地利用型家畜生産の教育研究

東北大学大学院農学研究科附属複合生態フィールド教育研究センター
〒989-6711 宮城県大崎市鳴子温泉蓬田232-3
TEL: 0229-84-7311(代表）FAX: 0229-84-6490
E-mail: far-syom@grp.tohoku.ac.jp
URL: http://https://www.agri.tohoku.ac.jp/jp/about/field/index.html

当センターは、総面積2,215 haと大学附属農場として全国一の規模を誇ります。
牧草や野草、樹木などの多様な草資源からなる採草地や放牧地といった中山間地
の土地基盤を有効に活用し、環境や動物福祉に配慮したウシやヒツジの反すう家
畜による持続的な土地利用型家畜生産の教育研究を行っています。
特にウシの福祉の改善には管理者であるヒトとの関係を良好にすることが重要

です。ウシとの関係が良好になることで、管理者による取扱いに対するウシのス
トレスが軽減されます。また、取扱いに対するウシの反応が穏やかになり、管理
者が安全で省力的に作業できるようになります。

当センターは，平成 年度より 文部科学省全国共同利用拠点 「食と環境のつ
ながりを学ぶ複合生態フィールド教育拠点」に認定されています。多様化する
ニーズに応えながら「食」の生産と「食」を支える環境とそれらのつながりを学
ぶ場を提供しています。平成 年度（第２期）からは留学生との共修を取り入れ
たプログラムを実施しており、令和３年度（第３期）からはさらに拡充したプロ
グラムの提供を予定しております。
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